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3.1ハードウェア 1 

~ 

1 はじめに

ラベリングワークベンチは、音素ラベルデータの効率的作成・保守のための支援ツールで

あり、エンジニアリング・ワークステーション (EWS)上で稼働する [2-5]。本資料では、音

素ラベリングワークベンチ・システムの概要、ラベリングワークベンチの操作方法・カスクマ

イズの仕方、音素セグメンテーション・サーパの起動方法、およびラベリングワークベンチ・

システムのインストール手順について説明する。

~ 

2 音素ラベリングワークベンチ・システムの概要

図1に音素ラベリングワークベンチ・システムの構成を示す。ラベリングワークベンチ・

システム 1は、ラベリングワークベンチ 2の本体であるユーザーインクフェース・モジュー

ルと音素セグメンテーション・エンジンから構成される。システム全体はクライアント／サー

バー形式 [1]となっており、音素セグメンテーション・エンジンはセグメンテーション・サー

パーとして稼働し、ユーザーインクフェース・モジュール（クライアント）は自動ラベリングの

結果を受け取る。自動ラベリングの結果が必要なければ、ラベリングワークベンチ（ユーザー

インクフェース・モジュール）のみを動作させればよい。

ユーザ・インタフェース部は XWindow Systemを利用しており、ウィンドウ上に波形、

FFTスペクトログラムなどの音響パラメークが表示される。作業者は音響パラメークを観察
しながら、マウスあるいはキーボード操作により簡単にラベリング作業を行うことができる。

User Interface 

Module .......................................... " .................. , ... 

f I X-window 
FFT-spectrogram 

speech data 
transcription ． 

＾ 

Phoneme Segmentation 

Engine ................. " ....... 一..." ....................... . 

HMM  
Segmentation I 
Process I ... 

phoneme 
labels 

＋ 
SRK-based 
Segmentation 
Process 

•— 
図 1:音素ラベリングワークベンチ・システムの構成

．． ． ,. 
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動作環境

ラベリングワークベンチ・システムを動作させるために必要なハードウェア、ソフトウェ

ア、計算機の設定などの計算機環境について説明する。

1 
ラベリングワークペンチ・システム＝ユーザーインクフェース・モジュール十音索セグメンテーション・エンジン
2 
単にラベリングワークベンチといえば、ワークベンチ・システムにおけるユーザーインタフェース・モジュールを表す。



2 3動作環境

3.1 ハードウェア

• エンジニアリング・ワークステーション (EWS)一少なくとも 1台必要です。音素セグ

メンテーション・サーバを利用する場合は、セグメンテーション・サーパ専用に 1台あ

るのが望ましい。さらに、十分な swapspaceを確保できるだけの外部記憶装置 (Hard

Diskなど）があるのが、理想的である。

• DASBOXー音声入カ・出力用 A/D,D/A変換装置

• オーディオ系ー LowPass Filter、アンプ、マイクロフォン、スピーカなど

3.2 ソフトウェア

• X Window System - version 11, rele邸e4 or 5 

• SpeechlnプログラムーDASBOXを利用した音声入カプログラム

• daoutプログラムーDASBOXを利用した音声出カプログラム

ー

r-

＾ 3.3 計算機の設定

{3.3.1) 音素セグメンテーション・サーバ用マシン

• Port番号
/etc/servicesに、セグメンテーション・サーバが使用する Port番号を登録する。こ

れについては、 page18を参照して下さい。

• System Configuration 
音素セグメンテーション・サーパ SRI(-Seg-server3 , HMM-Seg-Server 4 は、かなり

のメモリを必要とします。したがって、コンフィギュレーション時に仮想記領のサイズ

(swap space size)をできるだけ大きく設定するのがよい。 また、 swapspace sizeを

設定し直すには、再コンフィギュレーションする必要があります。現在のコンフィギュ

レーションにおける swapspace sizeは、 pstatコマンド {DECstation)でわかります。

pstatコマンドで swapspace sizeを調ぺる

% pstat -s 

1349022k swap configured 

号266kreserved virtual address space 

26104k used (7776k text, Ok smem) 

1322918k free, 920k wasted, Ok missing 

avail: 41338*32k 102*1k 

， 

この例では、 1349022kbyte (約 1.3Gbyte)のswapspace sizeです 5。
参考までに、 atrq02(DECstation 5000, ultrix 4.2a)のコンフィギュレーション例を示す

(atrq02: /usr/sys/conf/mips/ATRQ02)。

3 SRJ(-S eg-serverースペクトログラムリーディング知識に基づく音素セグメンテーション・サーバ
4 HMM-Seg-Server -HMMに基づく音素セグメンテーション・サーパ
5atrq02では、 1.3GbyteのHardDisk Unitを全てswapspaceに使用している (1993.March現在）。
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ident 11ATRQ0211 
.
1
 

maxdsiz 2550 

maxssiz 2550 

• limit値の設定
プロセスで使用可能な swapspaceは、 c-shellのlimit機能で制限されています。した

がって、 swapspace sizeのコンフィギュレーション値が大きくても、 stacksizeのlimit

値が小さければ、大きな swapspaceを使えません。この時は、 limiいで設定し直して

下さい。

~ 
limitでlimit値を調べる／設定する

o/. limit 

filesize 

datasize 

stacksize 

coredumpsize 

memoryuse 

unlimited 

1048576 kbytes 

2048 kbytes 

0 kbytes 

unlimited 

このように、 stacksizeが datasizeより小さければ、再設定する。

% limit stacksize 1048576 

これは、 $HOME/.cshrcまたは $HOME/.cshrcに書いておくとよい。

＾ 
注： limit stacksize unlimitedでは、うまく設定できないので、このよう

に色歪堡を設定するようにする。

會
-

61in1itは、 setなどのような c-shell内のコマンドです。



4 4 ラベリングワークベンチの操作方法

4 ラベリングワークベンチの操作方法

4.1 ワークベンチを使うための設定

• 音素セグメンテーション・サーパ SRl(-Seg-server,HMM-Seg-Serverを利用する場合は、

ワークベンチを動作させるマシンの /etc/servicesに次のエントリを登録する。
f,》『

artimsrv 

HmmSeg 

8001/tcp 

8002/tcp 

# SRK Segmentation Server 

# HMM Segmentation Server 

・ラペリングワークベンチでは、以下の環境変数が使用される。

変数名

LABELLING.MODE Nop SrkSeg -----SRI(-Seg-server使用

HmmSeg -----HMM-Seg-Server使用

ReadFile -―ーラベリング結果ファイル使用

Nop------—ー自動ラベリングしない

ALHmmSegServer atrq02 ホスト名，ホストアドレス

ALSrkSegServer atrq02 ホスト名，ホストアドレス

AUTO.LABELS $HOME/auto.labels 一括自動ラベリングの結果ファイル

一 省略値 設定できる値

＾ 

4.2 ラベリングワークベンチの起動

ラベリングワークベンチ・コマンドは、 lwb7であり、次のように使う。

Usage of lwb 

% lwb [options] wave_file 

[ options ] 

-i<customize file> 

-l<label file> 

-t<transcription> 

-T<trans. table> 

-f<list> 

＾ 

-e<LogFile> 

-E<LogFile> 

-v 

-h 

customize file 

label file 

transcription in Roman 

transcription table 

wave file list 

(it, s used in wave load menu) 

save history into log file 

run by reading log file 

verbose mode 

display this message 

[ default ] 

$HOME/.lwbrc 

*.LB 

.file 

.lwbdemo 

.lwbdemo 

7/usr/local/bin/AL/lwb 
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ラベリングワークベンチの起動例 l

o/. setenv LABELLING_MODE SrkSeg 
， 
/. setenv SrkSegServer atrq02 

o/. lwb -v -t"ikioi" /set1/MAU/WAV/D6/MAU_B_0001.12K 

／＇ ラベリングワークベンチの起動例 2

'/. setenv LABELLING_MDDE 

'/. setenv SrkSegServer 

'/. lwb -i$HOME/.lwbrc-derno 

HrnrnSeg 

atrq02 

/set1/MAU/WAV/DSC/MAU_SC2_12.12K 
＼ ノ

ラベリングワークベンチの起動例 3

%・setenv LABELLING_MODE ReadFile 

% setenv AUTO_LABELS $HOME/auto.labels 

% lwb -i$HOME/.lwbrc-20K /set1/MAU/WAV/DSC/MAU_SC2_12.20K 

4.3 ラベリングワークベンチの表示画面

ラベ リングワークベンチの表示画面の例を図2に示す。メインウィンドウには複数個のサ

プウィンドウが設けられ、コマンドバネルのほかに、音響パラメータ、音素ラベル、時間軸が

ページ単位で表示される。また、マウスカーソルの位置にはサプウィンドウをまたがって縦線

O
IL
 

c-． 

図 2:ラベリングワークベンチの操作ウ ィンドウ
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（ガイドライン）が表示される。カスタマイズすれば、ラベリング操作に必要なサプウィンドウ

のみを表示することができ、図2の例では、表示ページは0-----1200msであり、コマンドバネ

ル、全波形、波形、ログパワー、スペクトル平均変化率、自動ラベル、スペクトログラム、時

問軸、 5層の音素ラベルが表示されている。

4.4 ラベリングワークベンチの各サブウィンドウ

ラベリングワークベンチ画面に表示可能な項目（サプウィンドウ）について説明する。

(4.4.1) 全波形

波形全体を表示する。図3に示すように、現在の表示ベージにあたる波形部分が反転表示

される。

i=: —, = ·~::::==· • 疇伽t蟻1-j,嶋~· ↑ 懺l 幽 1111・

図 3:全波形 ・サプウィンドウ

(4.4.2) 波形一ー音を聴く

波形を表示する。このサプウィンドウを使用して音声出力ができる。音声出力には、 daout

プログラムが使われる。次の 3つのいずれかの方法により、マウスの左ポタンで領域を指定し

た後、

(1)開始点、終点を指定

(2)ダプルクリックで現ページを指定

(3)何も指定しない ・リセット状態（→波形全体を指定）

マウスの中ポタンを押す（あるいは、匝亙五］（音声出カコマンド）を実行ずる）と指定した領域

が音声出力される。また、マウスの右ボタンはリセット用に使用される。

図 4:波形・サプウィンドウ

(4.4.3) ログパワー

音声のログパワーを表示する。

L,.-... n11釦I•← lrn,,t『~ぃ..,.,1Ml111「孤mr.m1訓町間11『lll1ffllllll1nrnrT1「ll!Tlllt町11順Ill「町Ill『tfilf!IT]庸m贔，直
図 5:ログパワー ・サプウィンドウ
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(4.4.4) スペク トル平均変化率

スペクトルの平均変化率を表示する。平均変化率と して、 4ケプストラムのノルムに相当

するパラメータを用いている [6]。LPCケプス トラムを使用している。

」^～一ーベ-―一八、------_J \___)~ ―_,.J¥ j 
図6:スペク トル平均変化率・サプウィンドウ

(4.4.5) スペクトログラム ー ラベリング：音素境界入力

短時間FTT分析で求めたスペクトログラムをビットマップ表示する [7]。スペクトログラ

ム強度は、ランダムドッ トの密度に変換される。このサプウィンドウを使用して音素ラベル境

界を入カ ・削除 ・移動できる。

図 7:スペクトログラム ・サプウィンドウ

(4.4.6) スペク トログラム（濃淡）―-ラベリング：音素境界入力

短時間FFT分析で求めたスペクトログラムを浪淡表示する。スペクトログラム強度は、

浪淡（グレイスケール）に変換される。このサプウィンドウを使用して音素ラベル境界を入カ ・

削除 ・移動できる。

図8:浪淡スペク トログラム；サプウィンドウ
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ラベリングワークベンチの操作方法

(4.4.7) 

作成（あるいは修正）中の音素ラベルデータを表示する。この際、ラベル記号は読みやすい

ように大きさが自動スケーリングされる。このサプウィンドウを使用して、音素ラベル記号を

入カ・修正できる。

ラベルーラベリング：ラベル記号入力

図9:ラベル・サプウィンドウ

(4.4.8) 自動ラベル

＾ 音素セグメンテーション・サーパーによる音素ラベル情報を表示する。

l~I a 111ml。Ik lul n I。
図 10:自動ラベル・サプウィンドウ

sh I dml e I k 111 

(4.4.9) 時間軸一時刻表示

時間軸を表示する。このサプウィンドウを使用して時刻を読みとれる。マウスの左ボタン

をクリックすると、その点の時刻がメインウィンドウのクイトル・パーに表示される。

r1 I II II I II I I " II " I II I I I I 100 200 300 
11114601111111~6Q 111, 11~6b, 1111, 16b11, I 111ff6b111111 s6Q 1・ ・,0100''1''叶。,b"柑。)J
図 11:時問軸・サプウィンドウ

＾ 
{ 4.4.10) コマンドパネルー—各コマンドの実行

コマンド実行用メニューを表示する。メニュー項目をクリックすることで、波形データロー

ド・セープ、ラペルデークロード・セープ、次ページヘのスクロール、前ページヘのスクロー

ル、音声入カ・出力、終了などのコマンドを実行できる。

Voice WAVE I LABEL I Sa匹 IPrev.Page I Next.Page 
図 12:コマンドパネル・サプウィンドウ

B匹 chin 竺 Quit 
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4.5 コマンドパネル ， 
4.5 コマンドパネル

コマンドパネルの各コマンドについて説明する。

I Speechln I WAVE I LABEL I Sa匹 IPrev.Page I Next.Page I Voice 
図 13:コマンドパネル・サプウィンドウ

(4.5.1). Speechln 

1-Jelp Quit 

Speechln 8プログラムを使用して、マイクロフォンから音声データを取り込む。発声テキ

ストの一覧メニューが表示されるので、マウスの左ボタンで選ぶ。発声テキストはカレント・

ディレクトリの .speechinというファイルから、発声テキスト一覧メニューが作られる。

~{4.5.2) WAVE 

~ 

波形データファイルを読み込む。波形ファイル名の一覧メニューが表示されるので、読み

込むファイル名をマウスの左ボタンで選ぶ。ファイル名はカレント・ディレクトリの .file、

あるいはオプションー1で指定したファイルから、一覧メニューが作られる。

(4.5.3) LABEL 

ラベルデータファイルを読み込む。まず、カレント・ディレクトリにある *.LBを捜す。も

しなければ、 /set1,/set2, /set3の下にあるラペルデークファイルを読み込む。読み込まれ

たファイル名は、ウィンドウのタイトル・バーに表示される。ファイル名の拡張子 .LBは、カ

スタマイズ・ファイルで指定できる。

(4.5.4) Save 

ラペリング結果（音素境界位置、ラベル記号）をラベルデータとして、カレント・ディ

レクトリにセープする。ファイル名は、 *.LBである。ファイル名の拡張子 .LBは、カスタ

マイズ・ファイルで指定できる。

(4.5.5) Previous Page 

前ページヘのスクロール。

(4.5.6) Next Page 

次ページヘのスクロール。

(4.5. 7) Voice 

波形・サプウィンドウ内で指定した領城の音声データを、 daoutプログラム，を使用し

て、音声出力する。

8Speechlnは、 Speechln-b -A 1200と実行される。

, daoutは、 daout-f 標本化周波数 ファイル名と実行される。
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(4.5.8) Help 

Not supported yet. 

(4.5.9) Quit 

/trnpにある temporaryfilesを削除し、ラベリングワークベンチを終了する。

~ 

＾ 
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4.6 ラベリング―—音素境界・ラベル記号の入力、ラベルデータの保存

階層音素ラベルは、第1..._ 5層ラベルまで入力でき、それぞれ次のように用いられる (8]。

• 第1層（音声記号層）一発声のローマ字表記を対応する音声区間に記述する。

• 第2層（イベント層）ー音声現象を出来るだけ詳細に記述するために、各種
の記号を付与する。

• 第3層（異音化層） 一異音化現象を記述する。

• 第4層（融合化層） ースペクトログラム上で区分化不可能な複数の音声事
象を記述する。

• 第5層（母音中心層）一母音区間で最も安定した箇所を明示する。

各層のラベルデータは、スペクトログラム（または浪淡スペクトログラム）・サプウィンドウ上

で音素境界線、ラベル・サプウィンドウ上で音素ラベル記号を入力することで作成される。音

素ラベルの入力手順を以下に示す（図14参照）。

， 

1. ラベル層の選択ー入力したいラベル層に対応するラベル・サプウィン

ドウをマウスの右ボタンでクリックする。選択されたサプウィンドウは

背景色が変わる。

2. 音素境界線の入力（挿入）ースペクトログラム・・サプウィンドウ上で音

素境界を設定したい場所で、マウスの左ポタンをクリックすると境界線

が描かれる。選択しているラベル・サプウィンドウにも音素区間の境界

線が描かれる。

3. 音素境界線の移動ースペクトログラム・サプウィンドウ上に描かれてい

る音素境界線をマウスの左ボタンでクリックし（境界線の色が変わる）、

移動先でもう一度マウスの左ボタンをクリックする。

4. 音素境界線の削除ースペクトログラム・サプウィンドウ上に描かれてい

る音素境界線をマウスの左ボタンでダプル・クリックする。

5. 音素ラベル記号の入力（ポップアップメニュー使用）ー選択しているラ

ベル・サプウィンドウ上の音素区間をダプルクリックすると、ラベル記

号入力用のボップアップ・メニューが現れる。ボップアップ・メニュー

上の記号をクリックすると、ラベル記号として入力される。

6. 音素ラベル記号の入力（キーポード使用）ー選択しているラベル・サプ

ウィンドウ上の音素区間をクリックした後、キー入力する。リターンキー

で確定すると入力対象の音素区間は右に移動する。入力対象の区間は矢

印キー（←→↑ ↓）でも移動できる。

音素ラベル記号を入力したあとでも、新たな音素境界線の入力、既存の音素境

界線の移動・削除が可能である。
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: . 

u e o N Q pau 

sh ch t n h f m y r w g z j d b 

ty ny by my ry gy dy by PY 

図 14:音素ラベル記号の入力用ボップアップメニュー

4.7 既存ラベルデータの参照／修正

(4.7.1) 既存ラベルデータの参照

オプションー1で、ラベルデークファイル名を指定して、ラベリングワークベンチ lwbを

起動する。

既存ラベルデータの参照

% setenv LABELLING_MODE Nop 

% lwb -l/set1/MAU/LBL/DSC/MAU_SC2_12.LB MAU_SC2_12.12K 

(4.7.2) 既存ラベルデータの修正

オプションー1で、ラベルデータファイル名を指定して、ラベリングワークベンチ lwbを

起動する。ラベルを修正した後、セープする。修正したラベルデータは、カレント・ディ

レクトリにセープされる。次の例では、 ./MAU_SC2_12.LBとして、セープされる。

既存ラベルデータの修正

% setenv LABELLING_MODE ReadFile 

% setenv AUTO_LABELS $HOME/auto.labels 

% lwb -1/set1/MAU/LBL/DSC/MAU_SC2_12.LB MAU_SC2_12.12K 

＾ 

＾ 
.
u
 

4.8 操作履歴のログファイルヘの保存／ログファイルからの起動

ラベリング操作履歴の保存、異常終了時の入カラベルデータの復旧、あるいは、ログファ

イルからの自動デモンストレーションを行うためのヒストリー機能を持つ。
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(4.8.1) 操作履歴の保存

ラベリングワークベンチ起動時に、 1オプション-elを指定すると、マウスカーソルの移動・
ボタンクリック、キーボード入力など、すべての操作の履歴がログファイルに保存される。

操作履歴をログファイルにセープする

% lwb -e/tmp/LWB.fujiwara.log MAU_SC2_12.12K 

(4.8.2) ログファイルからの起動

ラベリングワークベンチ起動時に、 1オプション一Elを指定すると、ログファイルの履歴を
読んで、ワークベンチが動作する。ログファイルを全て読んだ後は、通常の使い方ができる。

ログファイルからの動作

% lwb -E/tmp/LWB.fuj_iwara.log MAU_SC2_12.12K 

~ 

4.9 一括自動ラベリングで作成したラベルデータ・ファイルの利用

(4.9.1) 一括自動ラベリングによるラベルデータ作成

ALgetAutoLabelプログラムを使用して、自動ラベリングの結果ファイルを作成する。

一括自動ラベリングによるラベルデータの作成の例 1

% setenv LABELLING_MODE SrkSeg 

% setenv SrkSegServer atrq02 

% ALgetAutoLabel MAU_B_0001.12K ikioi 

% ALgetAutoLabel MAU_B_0002.12K iyoiyo 

% ALgetAutoLabel MAU_B_0003.12K urayamashii 

% ALgetAutoLabel MAU_B_0004.12K omoshiroi 

> /tmp/labels 
>> /tmp/labels 

>> /tmp/labels 
>> /tmp/labels ， 

一括自動ラベリングによるラベルデータの作成の例 2

% setenv LABELLING_MODE HmmSeg 

% setenv SrkSegServer atrq02 

% ALgetAutoLabel MAU_B_0001.12K PAUikioiPAU > /tmp/labels 
% ALgetAutoLabel MAU_B_0002.12K PAUiyoiyoPAU >> /tmp/labels 
% ALgetAutoLabel MAU_B_0003.12K PAUurayamashiiPAU >> /tmp/labels 
% ALgetAutoLabel MAU_B_0004.12K PAUomoshiroiPAU >> /tmp/labels 
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(4.9.2) 一括自動ラベリングの結果ファイルの利用

一括自動ラベリングの結果ファイルの利用

Y. setenv LABELLING_MODE 

Y. setenv AUTO_LABELS 

ReadFile 

/tmp/labels 
●
-

o/._lwb -t"ikioi" MAU_B_0001.12K 

o/. lwb -t"iyoiyo" MAU_B_0002.12K 

4.10 ラベリングワークベンチのカスタマイズ

ワークベンチにおいて、作業に必要な音響パラメータの選択、任意の音響分析条件への対

応などを可能にするため、カスタマイズ機能を持つ。動作環境の設定ファイル(.lwbrc)を記

述することで、作業者ごとにワークベンチのカスクマイズが可能である。設定ファイルでは、

＾ • メインウィンドウの位置・大きさ

• 表示サプウィンドウとその位置・大きさ

• 音響パラメータの分析条件

• 1ページの時間幅とページ間隔

• ラベル入カメニューで用いるラベル記号

• 文字フォント、背景色

などを指定できる。

~ 
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(4.10.1) 設定ファイルのキーワード

表1から表7に設定ファイルにおけるキーワードと設定内容を示す。

』
-

MainWindowX 

MainWindowY 

Main Window Width 

Main Window Height 

M叫nWindow Background 
PopupMenuBackground 

表 1:メインウィンドウ表示関連
メインウィンドウの左上X座標

メインウィンドウの左上Y座標

メインウィンドウの幅

メインウィンドウの高さ

メインウィンドウの背景色

ポップアップメニューの背景色

~ 
Menu Window 

Wave Window 

WavePosition Window 

Power Window 

DeltaCep Window 
AutoLabelWindow 

Spec Window 
ColorSpec Window 

TimeScale Window 

LabelWindowl 

Labe1Window2 

Labe1Window3 
Labe1Window4 

Labe1Window5 

表 2:サプウィンドウの種類
メニューサプウィンドウ

波形サプウィンドウ

全波形サプウィンドウ

ログパワーサプウィンドウ

△ ケプストラムサプウィンドウ

自動ラベルサプウィンドウ

スペクトログラムサプウィンドウ

濃淡スペクトログラムサプウィンドウ

時間軸サプウィンドウ

ラベル（第1レイヤ）サプウィンドウ

ラベル（第2レイヤ）サプウィンドウ

ラベル（第3レイヤ）サプウィンドウ

ラベル（第4レイヤ）サプウィンドウ

ラベル（第5レイヤ）サプウィンドウ

＾ WindowSeparate Sub Window Background 

Layer Highlight 

BD LineColorN ame 

BDRemarkColorN ame 
BDLineWidth 

DisplayTimeRange 

DisplayScrollTime 

DisplayWaveRange 

Display Power Range 

Display DeltaCepRange 

DisplaySpecFreqRange 

DisplaySpecCoeff 
DisplaySpecRange 

表 3:サプウィンドウ表示関連
サプウィンドウ間のセバレート幅

サプウィンドウの背景色

ラペルサプウィンドウ選択時の背景色

音素境界線の色

音素境界線のリマーク時の色

音素境界線の幅

1ページに表示する時問(m秒）
スクロール時間幅(m秒）
波形の表示レンジ

パワーの表示レンジ

△ケプストラムの表示レンジ

スペクトログラムの表示周波数レンジ

濃淡スペクトログラムの強度変換係数

浪淡スペクトログラムの表示レンジ
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AnaSamplingFreq 
AnaFrame Width 
AnaFrameShift 
AnaFFTLength 
AnaLPCOrder 
AnaCepOrder 
AnaDeltaCepDelta 

表 4:音響分析関連
サンプリング周波数(kHz)
分析フレームサイズ（サンプル数）

分析フレームシフト長（サンプル数）

FFT分解点数
LPC分析次数
CEP次数
△フレーム数（平均変化率）

表 5:ラベルシンポル入カメニュー関連
LabelMenul 
Labe1Menu2 
Labe1Menu3 
Labe1Menu4 
Labe1Menu5 

FontNormal 
FontMenu 
FontAutoLabel 
Font Label 
FontLabelSmall 
FontLabelTiny 
FontTimeScale 
Font WaveList 

FontLabelMenu 

ExtensionLabelFile 
VoiceCommand 

(4.10.2} サプウィンドウの配置

第1層ラペル入カメニューのシンボル

第2層ラベル入カメニューのシンポル

第3層ラペル入カメニューのシンボル

第4層ラペル入カメニューのシンポル

第5層ラペル入カメニューのシンポル

表 6:フォント
デフォルトのフォント

メニューで使われるフォント

自動ラペル表示用フォント

ラペル表示用フォント

ラベル表示用フォント（小）

ラベル表示用フォント（極小）

時間軸表示用フォント

波形ファイル名入カメニューのフォント

ラベルシンポル入カメニューのフォント

表 7:拡張子・コマンド名
ラベルファイル名の拡張子

音声出カコマンド名

サプウィンドウは、設定ファイルで記述された順番にメインウィンドウの上方から配置さ

れる。この際、サプウィンドウ間には WindowS eparateで指定したピクセル値分のスペース

が取られる。また、各サプウィンドウの大きさはサプウィンドウ名（表2)に与える数値で決め
られる。ただし、数値が 1未満の時は<MainWindowHeight x数値＞の値が大きさとな

る。例えば、

＾ 

＾ 
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Main Window Width: 1000 

Main Window Height: 

Wave Window: 

Power Window: 

700 

100 

0.05 

｀
 

， 

TimeScale Window: 40 

Spec Window: 0.5 

Labell Window: 50 

Label2Window: . 50 

WindowSeparate: 5 

と記述されていれば、

高さ 100の波形サプウィンドウ、

高さ 35のログパワーサプウィンドウ、

高さ 40の時問軸サプウィンドウ、

高さ 350のスペクトログラムサプウィンドウ、

高さ 50の第1層ラベルサプウィンドウ、

高さ 50の第2層ラベルサプウィンドウ

がメインウィンドウ (1000x700)内に上から 5ピクセル間隔で配置される。

(4.10.3) ラベル記号入カメニュー

設定ファイルで、

LabelMenul: a 1 u e o ¥¥N¥¥kstnhmyrw 

Labe1Menu2: < > cl *cl tr dj mm¥¥ a i u e o 
Labe1Menu3: fr dv 

と記述すれば（＼＼はメニューにおける改行を指示する）、第1層、第2層、第3層のラベル記

号入力時のボップアップメニューは、それぞれ次のようになる（第4、5層も同様）。

＾ 
a 1 u e o 

N 

kstnhmyrw 

< > cl *cl tr dj mm  
． 
a 1 u e o 

~ 圧
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5 音素セグメンテーション・サーバ

音素セグメンテーション・サーパとして、

• HMNI-Seg-Server - HMMに基づく音素セグメンテーション・サーパ

• SRJ(-Seg-Server一知識に基づく音素セグメンテーション・サーバ

が使用できる。これらのサーバは、ワークベンチ lwbの他に ALgetAutoLabelプロ
グラムで利用できる。また HMM-Beg-Serverは、 hmmseg_clientプログラムでも利用
できる。

5.1 サーバのための設定

・サーバを起動するマシンの /etc/servicesに次のエントリを登録する。

＾ artimsrv 

HmmSeg 

8001/tcp 

8002/tcp 

# SRK Segmentation Server 

# HMM Segmentation Server 

5.2 サーバの起動／終了

(5.2.1) HMMセグメンテーション・サーパの起動／終了

HNIM-Seg-Serverプログラムである hmmseg_serverを起動する。

H1VlM-Seg-Serverの起動

% rlogin atrq02 

% cd /usr/local/bin/AL 

% setenv ALHmmConvTbl ./phon25.conv 

% hmmseg_server & # HMM-Seg-Server起動 ＾ 
HMM-Seg-Serverの終了

% rlogin atrq02 

% ps -auxw I grep hmmseg_server 

% kill -9 プロセス ID

でプロセス IDを得る ＂
~
ー

(5.2.2) SRKセグメンテーション・サーバの起動／終了

SRI(-S eg-Serverは、 HMM-Beg-Serverを使用するので、まず HM!VI-Seg-Serverを起動す

る。次に、環境変数ALHmmSegServerにHM!Vl-Seg-Serverを起動したマシンの hostname(ま

たは IPaddress)をセットして、 SRI(-Seg-Serverプログラムである ALserverを起動す
る。
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H1¥1M-Seg-Server, SRJ(-Seg-Serverの起動

% rlogin atrq02 

% cd /usr/local/bin/AL 

Yo setenv ALHmmConvTbl ./phon25.conv 

l゚o hmmseg_server & # HMM-Seg-Server起動

% setenv ALHmmSegServer atrq02 

% ALserver & # SRK-Seg-Server起動

＾ 

HMM-Seg-Server, SRJ(-Seg-Serverの終了

% rlogin・atrq02 

% ps -auxw I grep hmmseg_server 
% kill -9 プロセス ID

% ps -auxw I grep ALserver 

% kill -9 プロセス ID

でプロセス IDを得る

でプロセス IDを得る

5.3 HMMセグメンテーション・サーバのみを使用する

H/v/J¥!l-Seg-Serverのみを使用するには、環境変数 LABELLING..MODEに HmmSegを設定す

る。また、環境変数 HmmSegServerに、 HMM-Beg-Serverを起動したマシンの hostname、

または IPaddressを設定する。

HMNI-Seg-Serverの使用例 1

o/. setenv LABELLING_MODE HmmSeg 

~ 
o/. setenv HmrnSegServer atrq02 

% lwb /set1/MAU/WAV/DSC/MAU_SC2_12.12K 

HMNI-Seg-Serverの使用例 2

°/. setenv LABELLING_MODE HmmSeg 

o/. setenv HmrnSegServer atrq02 

o/. ALgetAutoLabel MAU_B_0001.12K PAUikioiPAU >. /trnp/auto.labels 

HMNI-Seg-Serverの使用例 3

% setenv LABELLING_MODE HmmSeg 

% setenv HmmSegServer atrq02 

% hmmseg_client -Satrq02 -b300.0 -e1100.0 -r11ikioi11 MAU_B_0001.12K 
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5.4 知識に基づく音素セグメンテーション・サーバを使用する

SRI(-Seg-Server一知識に基づく音素セグメンテーション・サーパーを使用するには、環

境変数 LABELLING..MODEに SrkSegを設定する。また、環境変数 SrkSegServerに、 SRI(-

Seg-Serverを起動したマシンの hostname、または IPaddressを設定する。

SRI(-Seg-Serverの使用例 1

o/. setenv LABELLING_MODE SrkSeg 

% setenv SrkSegServer atrq02 

% lwb /set1/MAU/WAV/DSC/MAU_SC2_12.12K 

―ヽ

SRI(-Seg-Serverの使用例 2

o/. setenv LABELLING_MODE SrkSeg 

＾ 
lo setenv SrkSegServer atrq02 

% ALgetAutoLabel MAU_B_0001.12K ikioi > /tmp/auto.labels 

， 
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6 インストールの手順

マシンにインストールされている（はずの） X Window System version 11の rele邸 e4ま

たは release5を利用して、ラベリングワークベンチ・システムをインストールする。また、

以下のマシンでの動作は確認済みである。

machine OS 

DECstation Ultrix 4.2a, 4.1, 4.0 
DECalpha. OSF/1 
VAXstation Ultrix-32 V3.1 

HP9000 /730, 750, 800 HP-UX 
SUN Spare SUN OS 4.1 

注： DECstationでは、 Ultrix4.2より古い Ultrix(4_.1, 3.1など）に附属の Xサーバは古い (X
vll, release 3対応らしい）ので、 OSをUltrix4.2にバージョンアップしたほうが良いでしょう。

[OJ customize 

[] modify ./LWB.cf (LATTOPDIR, BINDIR, LWBDIRなどを修正する）

LATTOPDIR = top directory of LWB source tree 

BINDIR = install destination 

LWBDIR = install destination 

[] If necessary, modify ./lib/AL/AL.<machine>.cf 

[ DECstation Alpha ] . /lib/ AL/ AL. alpha. cf 

[ DECstation 3000 or 5000] ./lib/AL/AL.ultrix.cf 

[ VAXstation ] 

[ HP-UX ] 

[ SUN Spare ] 

[ Other ] 

./lib/AL/AL.ultrix.cf 

./lib/AL/AL.hpux.cf 

./lib/AL/AL.sun.cf 

./lib/AL/AL.generic.cf 

[1] make by using installed X11 System 

% xmkmf (or) /usr/bin/X11/xmkmf (or) /usr/local/X11R5/bin/xmkmf 

% make World I& tee make.World.log. 

[3] install 

% make install I& tee make.install.log. 

[ 4] examples 

% cd ./exarnples/specview 

% ./specview -x0.6 -y0.6 MAU_B_0002.12K 

% cd ./exarnples/lwb 

% ./lwb MAU_B_0002.12K 

% ./lwb -i.lwbrc MAU_B_0002.12K 

% ./lwb -i.lwbrc-demo MAU_B_0002.12K 
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競 6 インストールの手順

6.1 ソースファイルの構成

ソースファイルのディレクトリ構造は、次のとおりである。

LWB 

I 
+-doc 

I +-lwb 
I +-fig 
I 
+-examples 

I +-ALtest 
I +-lwb 
I I +-.LBL 
I I +-.wave 
I I +-. waveDD 
I +-・rootspec 
I +-specview 
I 
+-include 

I +-AL 
I 
+-lib 

I +-AL 
I I +-X11R5 
I I +-X11 
I +-SP 
I 
+-programs 

+-bunkaiL 

+-hmmseg 

I +-5_MALESxB216+DSABC.phon25.3m.30i 
I +-5_MALESxB216+W1048.phon25.3m.30i 
I +-8_MALESxB216.phon25.3m.30i 
I +-Models-> 5_MALESxB216+DSABC.phon25.3m.30i 
I +-Models64_for_demo 
I 
+-lab2wdP 

+-mklist 

+-rep 

+-serverANDclient 

+-tdcmhmm1-1 

+-work 

+-.wave -> .. / .. /examples/lwb/ .wave 

+-. waveDD -> .. / .. / exarnples/lwb/. waveDD 

+-ALserver -> /NFS/atrq02/q02/users/artim/bin/ALserver 

+-Models-> .. /hmmseg/Models 

，
＼
ヽ
―

＾ 

＾ 
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付録 A 設定ファイルの例
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LWB customize file 

1
1
-

MainWindowWidth: 

MainWindowHeight: 

MainWindowBackground: 

SubWindowBackground: 

PopupMenuBackground: 

LabelLayerHighlight: 

BDLineColor: 

BDRemaェkColor:
BDLineWidth: 

＃ 

MenuWindow: 

WavePositionWindow: 

WaveWindow: 

PowerWindow: 

DeltaCepWindow: 

AutoLabelWindow: 

SpecWindow: 

#ColorSpecWindow: 

TimeScaleWindow: 

Label1Window: 

Label2Window: 

Label3Window: 

Label4Window: 

Label5Window: 

WindowSeparate: 

＃ 

DisplayTimeRange: 

DisplayScrollTime: 

DisplayWaveRange: 

DisplayPowerRange: 

DisplayDeltaCepRange: 

DisplaySpecFreqRange: 

DisplaySpecRange: 

DisplaySpecCoeff: 

＃ 

# for 12KHz sampling 

＃ 

AnaSamplingFreq: 

AnaFrameWidth: 

AnaFrameShift: 

AnaFFTLenght: 

AnaLPCOrder: 

゜゚
0.7 

0.7 

#cb7955 

#d2ad8c 

#f6e7c2 

#f7af79 

#606060 

red 

2 

＾ 0.040 

0.040 

0.115 

0.05 

0.05 

0.042 

0.345 

0.345 

0.05 

0.04 

0.04 

0.04 

0.04 

0.04 

5 [pixel] 

＾ 1200 [ms] 

1000 [ms] 

(-10000 10000) 

(0.0 80.0) 

(0.0 6.0) 

6000 [Hz] 

(17.0 95.0) 

-10.0 

12 

120 

30 

256 

16 

[kHz] 

[sample] 

[sample] 

[sample] 
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＾ 

AnaCepOrder: 

AnaDeltaCepDelta: 

＃ 

# for 16KHz sampling 

＃ 

#AnaSamplingFreq: 

#AnaFrameWidth: 

#AnaFrameShift: 

#AnaFFTLenght: 

#AnaLPCOrder: 

#AnaCepOrder: 

#AnaDeltaCepDelta: 

＃ 

# for 20KHz sampling 

＃ 

#AnaSamplingFreq: 

#AnaFrameWidth: 

#AnaFrameShift: 

#AnaFFTLenght: 

#AnaLPCOrder: 

#AnaCepOrder: 

#AnaDeltaCepDelta: 

’ 

＃ 

# for 48KHz sampling 

＃ 

#AnaSamplingFreq: 

#AnaFrameWidth: 

#AnaFrameShift: 

#AnaFFTLenght: 

#DisplaySpecFreqRange: 

＃ 

＃ 

6
 
1

8

 

[frame] 

16 [kHz] 

160 [sample] 

40 [sample] 

512 [sample] 

16 

16 

8 [frame] 

20 [kHz] 

200 [sample] 

50 [sample] 

256 [sample] 

17 

17 

8 [frame] 

48 [kHz] 

480 [sample] 

120 [sample] 

1024 [sample] 

10000 [Hz] 

Labe1Menu1: AUTO¥¥ a i u e o !l Q pau, ¥¥ks sh ch t n hf my r v g z j db p ¥¥ ky ty ny hy my ry gy dy by py 

Labe立enu2:AUTO¥¥ a i u e o !l Q pau, \\<>cl•cl tr dj mm¥¥ ks sh ch t n h£my r v g z j db p 
Labe耳 enu4: a i u e o !l Q pau , ¥ ¥ < > cl•cl tr dj mm ¥ ¥ k s sh ch t n h£m y r v g z j d b p 
Labe耳 enuS・:a i u e o 
Labe耳enu3:-fr dv 

＃ 

MenuSpeechin: 

MenuLoadWave: 

MenuLoadLabel: 

MenuPreviousPage: 

.MenuNextPage: 

MenuSaveLabel: 

MenuHelp: 

MenuQuit: 

MenuVoice: 

MenuPrint: 

＃ 

Speechin 

WAVE 

LABEL 

Prev.Page 

Next.Page 

Save 

Help 

Quit 

Voice 

Print 
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＃ 

FontNormal: 

FontMenu: 

FontAutoLabel: 

FontAutoLabel: 

FontLabel: 

FontLabelSmall: 

FontLabelTiny: 

FontTimeScale: 
FontWaveList: 

FontLabelMenu: 
＃ 

-adobe-times-bold-r-normal--18-180-75-75-p-99-iso8859-1 

-adobe-helvetica-bold-o-normal--18-180-75-75-p-104-iso8859-1 

-adobe-times-bold-r-normal--18-180-75-75-p-99-iso8859-1 

-adobe-times-bold-r-normal--24-240-75-75-p-132-iso8859-1 

-adobe-times-bold-r-normal--18-180-75-75-p-99-iso8859-1 

-adobe-times-bold-r-normal--14-140-75-75-p-77-iso8859-1 

-adobe-times-bold-r-normal--12-120-75-75-p-67-iso8859-1 

-adobe-helvetica-medium-r-normal--18-180-75-75-p-98-iso8859-1 

-adobe-courier-bold-r-normal--14-140-75-75-m-90-iso8859-1 

-adobe-times-bold-r-normal--18-180-75-75-p-99-iso8859-1 

ー，ヽ

ExtensionLabelFile: . LB 

VoiceCommand: daout 

＃ 

， 

， 
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索引

.file,4, 9 イベント層， 11

.lwbdemo,4 インストール， 21

.lwbrc,4 ぉ

.speechin, 9 音声記号層， 11

/etc/services,2,4, 18 音声出力， 6,9 

art1． msrv ， 4 ， 18 音声入力， 9

Hmrn.Seg, 4, 18 音素境界の移動， 11

A 
音素境界の削除， 11

音素境界の入力， 11
ALgetAutoLabel, 13, 18 

音素ラベル記号の入力， 8
ALserver, 18 

か

D 環境変数． daout,2,6,9 ALHmmConvTbl, 18 

DASBOX, 2 ALHmmSegServer,4 

datasize, 3 ALSrkSegServer,4 

. AUTO..LABELS, 4 
H LABELLING..MDDE,4 
hmmseg_client, 18, 19 き
hmmseg....server, 18 キーポード入力， 11

L 
じ

時刻表示， 8
limit, 3 

lwb, 4 
ぼ

母音中心層， 11

M ゆ

make install, 21 融合化層， 11

make World, 21 ． maxds1． z, 2 
maxss1． z, 2 

p 

phon25.conv, 18 

pstat, 2 

s 
specv． 1ew, 21 
Speechln, 2, 9 

stacksize, 3 
swap space si． ze, 2 

X 

xmkmf, 21 

~ 

異音化層， 11
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